
学校番号 T3005

教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

電気実習（情報技術）

週２時間の授業で全体を２班に分けて、前期後期で入れ替える。
現代社会で最低限必要とされる技術・能力であるパソコンの使用方法、基本的なアプリケーション
を使用できるようにする。

なし
自作プリント

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

令和2年度　工業科

観
点
の
趣
旨

情報技術に関する
基礎的・基本的な知
識を身につけ、もの
づくりの意義を理解
している。

情報技術に関する
基礎的・基本的な技
術をを身につけると
もに、適切に活用し
ている。

情報技術に関する
課題の解決を目指し
て思考を深め、基礎
的な基本的な知識と
技術をもとに適切に
判断し、表現してい
る。

情報技術に関する
課題に関心を持ち、
一つ一つの課題に
主体的に取り組み
自ら考えようとしてい
る。

評
価
方
法

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

パソコン入力のしかた、アプリケーションの基本的な使用方法を習得する。また、課題作成のなか
で、自分をプレゼンするなど表現できる。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点



a b c d

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法

5

4

6

7

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

情
報
の
収
集
と
活
用
・
文
書
の
電
子
化

パソコン演習
・アプリケーションの

理解
・キーボードの正し

いタッチの仕方
・各種検定の試験
内容に即した課題

演習

a：キーボード、マウスを扱う技
術を習得させる。
b：アプリケーションウェアに共
通する基本的な操作などの技
能を習得させる。
c：情報の種類によって適切な
アプリケーションウェアを選択
し基本的な操作で表現できる
ようにする。
d：日本語ワードプロセッサ、表
計算ソフトウェアの使用に関心
を持たせ、意欲的に学習に取
り組ませる。

学習状況の観察
製作品の完成度

ワークシート
レポート
自己評価

○ ○

3

2

1

○

12

10

11

○

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　 b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

9


